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足利義満子女の寺院入室事例の再検討

　

本
稿
は
、
先
行
研
究
で
寺
院
統
制
策
の
起
点
と
評
価
さ
れ
る
足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
義
満
の
思
惑
が

子
女
を
通
じ
た
寺
院
統
制
に
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
こ
と
を
述
べ
た
。
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
は
血
統
管
理
や
嫡
流
安
定
の
側
面
を
重
要
視
す
べ
き
で
あ
る
。

十
四
世
紀
以
降
、
権
威
化
な
い
し
貴
種
化
を
遂
げ
て
い
く
足
利
氏
の
「
血
」
を
管
理
す
る
こ
と
は
、
足
利
将
軍
家
に
と
っ
て
重
要
政
治
課
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で

子
女
を
寺
院
入
室
さ
せ
る
こ
と
で
、
血
統
管
理
を
試
み
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
、
入
室
先
が
禅
寺
だ
け
で
な
く
門
跡
寺
院
も
選
択
さ
れ
た
の
は
、

義
満
が
摂
関
相
当
ま
た
は
上
皇
相
当
に
身
分
秩
序
を
上
昇
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。一
方
で
、門
跡
寺
院
側
に
着
目
す
る
と
、本
稿
で
検
討
し
た
門
跡
寺
院（
青

蓮
院
・
梶
井
門
跡
・
大
覚
寺
）
は
、
ほ
と
ん
ど
が
後
継
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
皇
族
や
摂
関
の
子
息
が
払
底
し
て
い
る
社
会
状
況
に
お
い
て
、
身
分
上
昇

を
遂
げ
て
い
く
義
満
は
、
門
跡
寺
院
側
か
ら
す
れ
ば
皇
族
や
摂
関
に
次
ぐ
、
第
三
の
選
択
肢
足
り
得
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
尊
道
は
尊
満
入
室
を
要
請
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
門
跡
寺
院
側
の
働
き
か
け
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
義
満
子
女
の
青
蓮
院
入
室
に
よ
っ
て
、
青
蓮
院
と
義
満
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
本
稿
で
検
討
し
た
東
国
寺
院
へ
の
義
満
関
与
は
、
義
満
の
寺
院
統
制
策
と
い
う
よ
り
、
義
満
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
最
大
限
に
活
用
す

る
青
蓮
院
側
の
働
き
か
け
の
結
果
と
見
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…�

足
利
義
満　

門
跡
寺
院　

青
蓮
院　

梶
井
門
跡　

大
覚
寺　

明
王
院

要
旨

一　

は
じ
め
に

二　

足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
の
基
礎
的
確
認

三　

義
満
子
女
の
入
室
と
門
跡
寺
院
の
動
向

四　

青
蓮
院
の
寺
務
職
と
寺
領
へ
の
義
満
関
与
の
実
態

五　

お
わ
り
に

相
　
馬
　
和
　
将

　
　
　
　
足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
の
再
検
討

【
論
文
】
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
室
町
殿
足
利
義
満
の
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
を
抽
出
し
、
そ

の
う
ち
数
例
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
既
往
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
義

満
子
女
の
寺
院
入
室
の
意
義
を
、
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
を
分
析
す
る
う
え
で
ま
ず
押
さ
え
る
べ
き

特
徴
は
、
入
室
先
の
ほ
と
ん
ど
が
門
跡
寺
院
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
門

跡
寺
院
と
は
、
皇
族
や
摂
関
家
な
ど
、
基
本
的
に
は
中
世
社
会
に
お
け
る

最
上
級
身
分
の
兄
弟
（
姉
妹
）
子
女
だ
け
が
入
室
す
る
、
非
常
に
格
の
高

い
寺
院
の
こ
と
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
世
後
期
、
武
家
出
身
（
足
利
氏
）

で
門
跡
寺
院
に
入
室
す
る
事
例
が
現
れ
始
め
、
そ
の
最
初
の
事
例
が
、
室

町
幕
府
全
盛
の
基
盤
を
築
い
た
義
満
の
子
女
だ
っ
た
。
こ
の
特
異
性
に
着

目
し
て
、
先
行
研
究
で
は
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
に
つ
い
て
、
義
満
の
思

惑
や
歴
史
的
意
義
な
ど
を
探
ろ
う
と
し
て
き
た
。
い
ま
先
行
研
究
を
大
ま

か
に
分
類
し
た
と
き
、
①
公
武
関
係
史
か
ら
の
言
及
、
②
寺
院
社
会
史
か

ら
の
言
及
、
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
①
に
つ
い
て
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
田
中
義
成
は
早
く

も
義
満
子
女
の
門
跡
寺
院
入
室
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
足
利
氏
に
よ
る
皇

位
簒
奪
の
一
環
で
あ
る
と
論
じ
た（

（
（

。
平
成
改
元
の
際
に
天
皇
関
係
の
書
籍

が
多
く
出
版
さ
れ
た
と
き
、『
室
町
の
王
権
』
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

議
論
を
引
き
起
こ
し
た
今
谷
明
も
、
義
満
男
子
の
門
跡
寺
院
入
室
を
、
義

満
に
よ
る
王
権
簒
奪
の
過
程
で
生
じ
た
現
象
で
あ
る
と
論
じ
た
（
な
お
今

谷
は
、
義
満
死
後
に
寺
院
入
室
し
て
い
る
子
女
の
事
例
を
挙
げ
、
義
満
の

政
策
は
次
代
義
持
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
と
す
る（

（
（

）。
こ
の
よ
う
に
、
田

中
と
今
谷
は
、
公
武
対
立
や
義
満
に
よ
る
朝
廷
権
限
吸
収
と
い
う
図
式
を

前
提
に
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
義
満
子
女
の
門
跡
寺
院
入
室
を
理

解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
室
町
期
公
武
関
係
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

公
武
対
立
や
権
限
吸
収
論
的
な
見
方
は
後
退
し
つ
つ
あ
り
、
む
し
ろ
公
武

の
相
互
依
存
関
係
（
た
だ
し
武
家
優
位
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
皇
位
（
王

権
）
簒
奪
計
画
説
が
破
綻
し
た
現
在
の
研
究
段
階
を
踏
ま
え
た
と
き
、
義

満
子
女
の
寺
院
入
室
は
、
公
武
対
立
や
朝
廷
権
限
吸
収
を
前
提
に
し
て
把

握
す
べ
き
事
象
な
の
か
ど
う
か
、
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
。
寺
院
社
会
史
で
は
、
比
丘
尼
御
所
研
究
に
お
い

て
、
義
満
や
義
満
以
後
の
室
町
殿
子
女
に
言
及
す
る
も
の
が
多
い
。
個
別

研
究
で
は
、
荒
川
玲
子
に
よ
る
景
愛
寺
（
尼
五
山
）
の
研
究
、
中
井
正
孝

に
よ
る
三
時
知
恩
寺
（
入
江
殿
）
の
研
究
、
田
中
リ
サ
や
菅
原
正
子
に
よ

る
大
慈
院
（
南
御
所
）
の
研
究
、
大
石
雅
章
に
よ
る
通
玄
寺
（
尼
五
山
）

と
大
和
法
華
寺
の
研
究
な
ど
が
あ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
比
丘
尼
御
所
は
、
禅
林

系
か
浄
土
系
か
と
い
う
宗
派
的
性
格
や
、
門
跡
寺
院
と
し
て
の
確
立
期
な

ど
、
細
部
に
お
い
て
異
な
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
お
お
む
ね
共
通

す
る
の
は
、
比
丘
尼
御
所
の
新
住
持
の
入
室
・
入
院
は
義
持
期
か
ら
義
教

期
に
か
け
て
室
町
殿
の
裁
量
に
属
し
て
お
り
、
足
利
氏
女
性
の
入
室
・
入

院
を
契
機
に
し
て
、
所
領
寄
進
や
修
造
費
用
工
面
な
ど
、
経
済
援
助
を
室

町
殿
か
ら
受
け
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
特
に
寄
進
さ
れ
る
所
領

に
つ
い
て
は
、
御
料
所
や
足
利
氏
私
的
所
領
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
少
な
か

ら
ず
確
認
で
き（

（
（

、
こ
う
し
た
所
領
の
経
営
は
幕
府
機
構
や
人
脈
に
依
存
し
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て
い
た
。

　

こ
う
し
た
性
格
を
持
つ
比
丘
尼
御
所
に
関
し
て
、
個
別
研
究
の
段
階
を

進
め
て
、
総
体
的
把
握
を
試
み
た
の
が
大
石
雅
章
と
湯
之
上
隆
で
あ
る（

（
（

。

大
石
は
、
比
丘
尼
御
所
の
成
立
時
期
が
女
院
の
減
少
時
期
と
合
わ
さ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
比
丘
尼
御
所
と
は
支
配
者
層
の
女
性
が
自
己
の
意
志
に
関

わ
ら
ず
入
室
さ
せ
ら
れ
、
社
会
か
ら
封
印
さ
れ
る
場
所
だ
っ
た
と
し
た
う

え
で
、
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
を
、
上
昇
し
て
い
く
義
満
の
身
分
と
寺
格

を
対
応
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
と
捉
え
た
。
大
石
は
、「
足
利
氏
も
権
門
と

し
て
王
家
・
摂
関
家
と
同
様
に
子
息
を
門
跡
寺
院
に
入
室
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
現
象
は
、
幕
府
の
権
門
寺
院
政
策
の
方
便
と
し
て
評
価
し
う
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
む
し
ろ
社
会
的
身
分
に
よ
る
入
寺
す
べ
き
寺
院

の
確
定
と
中
世
寺
院
の
伝
統
的
な
門
跡
と
い
う
寺
格
と
い
う
観
点
か
ら
理

解
す
べ
き
だ
と
考
え
る
」
と
も
指
摘
し
て
お
り（

（
（

、
子
女
入
室
は
寺
院
統
制

策
よ
り
も
身
分
と
寺
格
の
対
応
関
係
か
ら
考
え
る
べ
き
こ
と
を
再
主
張
し

て
い
る
。
湯
之
上
も
、
寺
院
統
制
策
と
い
う
観
点
だ
け
で
義
満
子
女
の
寺

院
入
室
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
十
分
だ
と
述
べ
、
比
丘
尼
御
所
に
は
高
貴

な
身
分
に
属
し
た
た
め
に
世
俗
で
生
活
す
る
途
の
無
か
っ
た
女
性
の
収
容

機
関
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
、
や
は
り
身
分
と
寺
格
の

対
応
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

大
石
や
湯
之
上
の
理
解
は
、
足
利
氏
女
性
の
比
丘
尼
御
所
入
室
に
つ
い

て
、
公
武
関
係
や
寺
院
統
制
策
を
必
ず
し
も
前
提
に
据
え
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
方
で
、
足
利
氏
女
性
か
ら
導
き
出
し
た
両

氏
の
結
論
が
、
足
利
氏
男
性
の
寺
院
入
室
の
場
合
と
い
か
に
関
わ
る
の
か

（
あ
る
い
は
関
わ
ら
な
い
の
か
）
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。こ
の
点
、興
味
深
い
の
は
臼
井
信
義
と
中
村
直
勝
の
見
解
で
あ
る
。

義
満
の
家
族
構
成
を
詳
細
に
し
た
臼
井
は
、「
と
か
く
反
抗
し
が
ち
な
宗

教
界
の
要
所
に
己
が
子
供
ら
を
配
し
て
、
僧
徒
を
懐
柔
す
る
と
共
に
、
俗

界
の
欲
望
を
断
た
し
め
て
、足
利
家
嫡
流
の
安
全
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
」

と
述
べ（

（1
（

、
中
村
は
、
門
跡
寺
院
が
相
当
の
寺
領
を
擁
し
寺
格
も
高
い
こ
と

か
ら
、
義
満
に
と
っ
て
子
女
の
片
付
け
先
だ
っ
た
、
と
論
じ
た（
（1
（

。
両
氏
と

も
、
イ
エ
の
問
題
と
し
て
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
を
捉
え
て
い
る
。
特
に

臼
井
が
足
利
家
嫡
流
に
と
っ
て
の
安
全
管
理
だ
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
に

は
注
意
し
た
い
。
近
年
、
谷
口
雄
太
は
、
足
利
氏
の
血
統
の
価
値
上
昇
（
権

威
化
な
い
し
貴
種
化
）
を
論
じ
る
な
か
で
、
十
四
世
紀
以
降
、
室
町
幕
府

へ
の
謀
叛
の
際
に
足
利
氏
の
擁
立
が
一
般
化
し
て
い
く
こ
と
を
論
証
し
て

い
る（
（1
（

。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
と
き
、
概
し
て
言
え
ば
、
室
町
殿
子

女
の
寺
院
入
室
と
は
、
第
一
義
的
に
は
イ
エ
の
問
題
（
血
統
管
理
）
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
寺
院
統
制
が
義
満
の
目
的
だ
っ
た
の

か
ど
う
か
、
疑
問
が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
イ
エ
の
問
題
と
い
う
視
点
は
、
後
進
の
議
論
に
批

判
的
に
継
受
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
現
在
、
室
町
殿
子
女
（
猶
子

を
含
む
）
の
寺
院
入
室
を
総
体
的
に
把
握
し
た
研
究
の
到
達
点
は
、
水
野

智
之
の
専
論
に
求
め
ら
れ
る（
（1
（

。
水
野
は
、
寺
院
入
室
に
お
け
る
室
町
殿
の

実
子
と
猶
子
の
事
例
を
集
め
、
実
子
入
室
も
猶
子
入
室
も
、
室
町
殿
に
よ

る
門
跡
寺
院
統
制
策
で
あ
る
と
評
価
し
た
。そ
の
要
点
は
、（
一
）義
満
は
、

子
女
の
多
く
を
門
跡
寺
院
に
入
室
さ
せ
る
こ
と
で
、
門
跡
寺
院
と
の
関
係
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を
強
化
、
統
制
し
た
（
水
野
の
想
定
す
る
統
制
と
は
、
門
跡
の
家
産
化
、

人
事
・
門
跡
領
へ
の
関
与
、
武
家
祈
禱
遂
行
の
強
化
な
ど
を
指
す
）、（
二
）

義
持
期
か
ら
義
教
期
に
か
け
て
は
、
実
子
不
足
と
い
う
問
題
か
ら
、
猶
子

と
い
う
擬
制
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
補
完
し
た
、（
三
）
数
の
上
で
室
町

殿
猶
子
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
義
政
期
以
降
は
、
天
皇
家
や
伏
見
宮
家
の
実

子
と
猶
子
の
入
室
が
多
く
な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
天
皇
権
威
の
浮
上
を
指

摘
し
た
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
水
野
も
義
満
の
身
分
上
昇
と
寺
格
の
関

係
は
意
識
し
て
お
り（
（1
（

、
そ
の
点
で
は
大
石
ら
の
議
論
と
共
通
す
る
が
、
寺

院
統
制
の
側
面
を
よ
り
重
要
視
し
て
い
る
。
水
野
論
文
に
対
す
る
批
判
は

管
見
の
限
り
見
出
せ
ず
、
室
町
殿
子
女
の
寺
院
入
室
に
関
す
る
到
達
点
的

理
解
だ
と
評
価
で
き
よ
う（
（1
（

。

　

水
野
論
文
は
、
門
跡
寺
院
へ
の
足
利
氏
入
室
を
検
討
し
た
唯
一
の
専
論

で
あ
り
、
し
か
も
実
子
だ
け
で
な
く
初
め
て
猶
子
も
分
析
対
象
に
含
め
て

い
る
こ
と
は
達
見
と
い
え
、
そ
の
意
義
を
い
く
ら
高
く
評
価
し
て
も
し
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
水
野
論
文
は
、
田
中
義
成
や
今
谷
明

の
議
論
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
は
た

し
て
公
武
対
立
な
い
し
権
限
吸
収
の
文
脈
で
寺
院
入
室
を
理
解
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
現
在
で
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
公
武
関
係
の
解

明
に
主
眼
を
置
く
水
野
論
文
は
、
一
方
で
寺
院
社
会
側
の
動
向
に
ほ
と
ん

ど
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
後
進
が
克
服
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
の
課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
本
論
で
は
、

寺
院
統
制
策
の
起
点
と
評
価
さ
れ
る
足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
に
つ
い

て
、
再
検
討
を
行
う
。
そ
の
際
に
、
義
満
側
の
事
情
の
み
で
な
く
、
義
満

子
女
を
受
容
す
る
門
跡
寺
院
側
の
動
向
も
検
討
対
象
に
含
め
る
こ
と
で
、

中
世
後
期
門
跡
寺
院
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
企
図
し

て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
寺
院
入
室
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ

と
に
し
た
い
。

二　

足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
の
基
礎
的
確
認

　

現
在
ま
で
に
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
室
町
殿
歴
代
や
室
町
殿
近
親
の
子

女
の
う
ち
、
足
利
高
義
、
高
氏
（
尊
氏
）、
直
義
、
直
冬
、
義
詮
の
子
女

に
つ
い
て
、
禅
寺
入
院
は
確
認
で
き
る
が
、
門
跡
寺
院
入
室
は
、
一
部
例

外
や
直
冬
系
を
除
い
て
、
管
見
の
限
り
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（
（1
（

。
足

利
氏
出
身
者
が
門
跡
寺
院
に
入
室
す
る
初
例
は
、
足
利
義
満
子
女
で
あ
る

と
考
え
て
良
い
。義
満
子
女
の
入
室
事
例
は
、管
見
の
限
り
全
十
五
例
で
、

男
七
名
、
女
八
名
で
あ
る（
（1
（

。

　

表
一
は
、
義
満
子
女
の
入
室
事
例
を
、
僧
名
・
入
室
先
・
母
親
（
出
自
・

実
名
）・
生
年
・
入
室
年
（
年
齢
）
な
ど
の
項
目
を
設
け
て
、
一
覧
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
表
二
は
、
義
満
の
経
歴
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
表
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

ま
ず
表
一
か
ら
、
義
満
子
女
の
入
室
先
は
、
男
性
は
青
蓮
院
・
梶
井
・

仁
和
寺
御
室
・
相
国
寺
・
妙
法
院
・
大
覚
寺
、
女
性
は
大
慈
院
・
三
時
知

恩
寺
・
大
和
法
華
寺
・
嵯
峨
野
宮
殿
摂
取
院
・
光
照
院
・
宝
鏡
寺
・
景
愛

寺
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
青
蓮
院
・
梶
井
・
妙
法
院
は
山
門
派
門
跡
寺
院

で
あ
り
、
仁
和
寺
御
室
と
大
覚
寺
は
東
密
系
門
跡
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
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【表①】足利義満子女の入室関係一覧表（男女ともに生年順に配列。生年不明は表末に付した）

【表②】足利義満の経歴

僧名 入室先 母親（出自・実名） 生年、西暦 入室年（年齢） 備考

尊満 青蓮院 加賀局（実相院坊官長快
法印女） 永徳元、1381 明徳３、1392（12） 応永10禅僧化

浄文 梶井 春日局（摂津能秀女）、
義母裏松康子 応永元、1394 応永15還俗

義円 青蓮院 北向局（藤原慶子） 応永元、1394 応永10、1403（10） 応永35還俗
法尊 仁和寺御室 応永３、1396 応永16、1409（14）
虎山永隆 相国寺 池尻殿（三上泉阿継子） 応永10、1403
義昭 妙法院→大覚寺 応永11、1404 応永21得度
義承 梶井 藤原誠子 応永13、1406 応永19、1412（７）

栄山聖久 大慈院 大芝殿（源春子）、義母
裏松康子 応永２、1395 永享５没

宗山聖紹 大慈院 新中納言局（藤原量子） 応永３、1396 享徳２没
聖仙覚窓 三時知恩寺 北向局（藤原慶子） 応永４、1397 応永22没
尊順 大和法華寺 応永６、1399 文明11没
某 嵯峨野宮摂取院 応永13、1406 応永31没
尊久 光照院 大炊御門冬宗女
桂芳理久 宝鏡寺・景愛寺 享徳３没
吉山周喜 「足利系図」

典拠：各種史料、臼井信義『足利義満（人物叢書）』（吉川弘文館、1960年）、小川剛生『足利義満』（中公
新書、2012年）、湯之上隆「足利氏の女性たちと比丘尼御所」（同『日本中世の政治権力と仏教』思文閣出版、
2001年、初出1990年）。また、注（５）各論文や、服藤早苗編『歴史のなかの皇女たち』（小学館、2002年）
付録「尼門跡表」（菅原正子・久保貴子作成）を参照した。

1358（延文３）8.22 生
1366（貞治５）従五位下
1367（貞治６）正五位下・左馬頭
1368（貞治７・応安元）征夷大将軍→従四位下・参議・左近衛中将
1375（応安８・永和元）従三位
1378（永和４）権大納言→右近衛大将兼任、従二位
1380（康暦２）従一位
1381（康暦３・永徳元）内大臣
1382（永徳２）左大臣（1388辞退）
1383（永徳３）源氏長者・淳和奨学両院別当、准后
1392（明徳３）左大臣還任
1394（明徳５・応永元）将軍職を義持に譲渡、太政大臣
1395（応永２）出家
1408（応永15）5.6 死去

「公卿補任」、臼井信義『足利義満（人物叢書）』（吉川弘文館、1960年）をもとに作成
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い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
い
ず
れ
も
上
級
身
分
の
子
女
が
入
室
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
た
。
大
慈
院
・
三
時
知
恩
寺
・
大
和
法
華
寺
・
光
照
院
・

宝
鏡
寺
・
景
愛
寺
は
比
丘
尼
御
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
和
法
華
寺
に
関

し
て
は
、
鎌
倉
期
に
叡
尊
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
て
以
降
、
良
家
ク
ラ
ス
の

入
室
が
相
次
ぐ
が
、
義
満
子
女
入
室
に
よ
っ
て
比
丘
尼
御
所
化
す
る
（
貴

種
の
入
室
が
続
く
）
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
義
満
子
女
の

入
室
時
点
で
は
比
丘
尼
御
所
で
は
な
か
っ
た
大
和
法
華
寺
や
、
禅
寺
で
あ

る
相
国
寺
、
詳
細
不
明
の
嵯
峨
野
宮
殿
摂
取
院
な
ど
、
一
部
例
外
は
あ
る

も
の
の
、義
満
子
女
の
入
室
先
は
お
お
む
ね
門
跡
寺
院
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

つ
ぎ
に
義
満
子
女
の
入
室
年
に
注
目
し
よ
う
。
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）

八
月
の
尊
満
入
室
が
、
義
満
子
女
で
は
最
も
早
い
事
例
に
当
た
る
。
そ
の

ほ
か
の
義
満
子
女
は
、
入
室
年
の
判
明
す
る
者
は
僅
か
な
が
ら
、
応
永
年

間
に
な
っ
て
入
室
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
入
室
年
不
明
の
子
女
も
、

出
生
年
は
応
永
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
尊
満
を
除
い
て
基
本
的
に
は
応

永
以
後
に
入
室
し
た
と
判
断
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
応
永
年
間
に
子
女
入
室
が
相
次
ぐ
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
表
二
を
確
認
し
た
い
。
義
満
が
破
格
の
昇
進
を
遂
げ
た
こ

と
は
有
名
で
、
権
大
納
言
右
近
衛
大
将
と
い
う
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
永
和
四

年
（
一
三
七
八
）
以
降
、
所
作
の
振
舞
を
二
条
家
か
ら
学
び
、
永
徳
三
年

（
一
三
八
三
）
准
后
宣
下
に
よ
っ
て
、
そ
の
立
場
を
摂
関
と
同
格
な
い
し

や
や
格
上
に
定
め
た（
（1
（

。
後
小
松
親
政
の
は
じ
ま
る
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）

以
降
は
「
義
満
の
院
政
」
が
成
立
し
て
、
治
天
の
君
と
し
て
振
舞
っ
た
。

ま
た
、
十
四
世
紀
以
降
、
武
家
の
儀
礼
的
血
統
的
秩
序
に
お
い
て
も
、
足

利
一
門
は
権
威
化
な
い
し
貴
種
化
を
遂
げ
て
い
た（

（2
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

武
家
出
身
で
あ
り
な
が
ら
義
満
子
女
が
門
跡
寺
院
に
入
室
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
の
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
義
満
の

身
分
上
昇
の
影
響
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。一
方
で
、義
満
か
ら
す
れ
ば
、

門
跡
寺
院
に
自
ら
の
子
女
が
入
室
し
た
こ
と
は
、
貴
種
と
し
て
の
権
威
確

立
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
義
満
の
身
分
が

上
昇
し
た
か
ら
子
女
が
門
跡
寺
院
に
入
室
で
き
た
の
と
同
時
に
、
義
満
子

女
が
門
跡
寺
院
に
入
室
し
た
か
ら
義
満
の
身
分
は
上
昇
・
確
立
し
て
い
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
勃
発
し
た
応
永
の
乱
の
際
に
、
大

内
義
弘
が
鎌
倉
公
方
足
利
満
兼
と
結
託
し
て
い
た
こ
と
も
、
義
満
子
女
の

寺
院
入
室
を
考
え
る
際
に
無
視
で
き
な
い
。
谷
口
雄
太
に
よ
れ
ば
、
十
四

世
紀
末
頃
を
境
に
、
対
抗
可
能
な
足
利
氏
像
か
ら
「
武
家
の
王
」
と
し
て

の
足
利
像
に
変
化
し
て
足
利
将
軍
家
へ
の
反
乱
の
際
に
足
利
氏
を
擁
立
す

る
こ
と
が
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
き
、
そ
の
画
期
が
応
永
の
乱
だ
と

い
う（
（2
（

。
反
乱
者
が
足
利
氏
を
担
い
で
、
討
幕
の
大
義
名
分
に
す
る
と
い
う

社
会
状
況
に
お
い
て
、
足
利
氏
の
「
血
」
を
野
放
図
に
放
置
し
て
お
く
こ

と
は
、
足
利
将
軍
家
に
と
っ
て
看
過
し
得
な
い
政
治
課
題
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
義
満
が
血
統
管
理
の
た
め
に
子
女
を
寺
院
に
排
種
し
て
い
た
と
い

う
先
学
の
指
摘
は
、
不
自
然
で
は
な
い
。
出
家
さ
せ
る
こ
と
は
子
孫
を
儲

け
る
こ
と
の
否
定
で
あ
り
、意
図
的
に
断
種
さ
せ
る
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
非
常
に
重
要
な
の
は
、
義
満
の
没
年
で
あ
る
。
義
満
は
応
永

十
五
年
（
一
四
〇
八
）
五
月
六
日
に
死
去
し
て
い
る（
（2
（

。
梶
井
義
承
と
仁
和
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寺
御
室
法
尊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
応
永
十
六
年
と
同
十
九
年
に
入
室
し
て
い
る

か
ら
、
彼
ら
の
入
室
は
義
満
の
思
惑
の
範
疇
外
に
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い（
（2
（

。
ま
た
、
梶
井
浄
文
と
青
蓮
院
尊
満
は
、
義
満
生
前
に
還
俗
ま

た
は
禅
僧
に
転
向
す
る
な
ど
、門
跡
寺
院
か
ら
離
脱
し
て
い
る
。し
た
が
っ

て
、
義
満
生
前
に
寺
院
に
居
続
け
た
の
は
、
青
蓮
院
義
円
、
大
覚
寺
義
昭
、

相
国
寺
虎
山
永
隆
の
三
名
と
、
比
丘
尼
御
所
に
入
院
し
た
女
性
た
ち
だ
け

で
あ
る
。
は
た
し
て
義
満
の
思
惑
は
、
子
女
入
室
を
通
じ
た
門
跡
寺
院
統

制
策
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三　

義
満
子
女
の
入
室
と
門
跡
寺
院
の
動
向

　

本
章
で
は
、義
満
生
前
に
門
跡
寺
院
に
入
室
し
た
青
蓮
院
尊
満
・
義
円
、

梶
井
浄
文
、
大
覚
寺
義
昭
の
四
名
に
対
象
を
絞
り
、
入
室
の
前
後
状
況
を

寺
院
社
会
側
の
動
向
に
注
意
し
て
検
討
し
て
い
く
。
比
丘
尼
御
所
に
入
室

し
た
義
満
子
女
は
、
入
室
時
の
史
料
が
少
な
い
た
め
、
本
章
で
の
検
討
対

象
か
ら
除
外
す
る
。
ま
た
、
相
国
寺
に
入
院
し
た
虎
山
永
隆
も
、
先
行
研

究
で
は
門
跡
寺
院
へ
の
入
室
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

章
で
の
検
討
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

　（
一
）
青
蓮
院
尊
満

　

義
満
庶
長
子
で
あ
る
尊
満
の
青
蓮
院
入
室
は
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）

八
月
で
あ
る
。
当
該
期
の
青
蓮
院
の
動
向
は
関
屋
雄
一
と
稲
葉
伸
道
の
研

究
が
あ
る
の
で
、
両
氏
の
成
果
を
参
照
し
て
尊
満
入
室
を
確
認
し
た
い（
（2
（

。

な
お
、以
下
の
門
主
の
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、「
華
頂
要
略
門
主
伝
」

（『
大
日
本
仏
教
全
書
』鈴
木
学
術
財
団
編
、講
談
社
）に
依
拠
し
て
い
る
。

　

尊
満
入
室
時
の
青
蓮
院
門
主
は
尊
道
入
道
親
王（
後
伏
見
息
）で
あ
る
。

尊
道
は
当
初
弟
子
の
道
円
（
後
光
厳
息
）
を
後
継
者
と
し
て
い
た
。
永
徳

元
年
（
一
三
八
一
）
四
月
、
尊
道
は
道
円
に
「
門
跡
管
領
」
を
譲
与
し
て

お
り
、
師
資
相
承
は
順
調
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
し
か
し
、
道
円
は
至
徳

二
年
（
一
三
八
五
）
三
月
に
死
去
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
、
再
度
尊

道
が
門
主
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尊
道
弟
子
と
し
て
尊
満
が
入
室

す
る
の
は
、
こ
の
尊
道
復
帰
の
七
年
後
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
入
室
経
緯
を

確
認
し
よ
う
。

　

�【
史
料
一
】「
門
葉
記
」
巻
第
百
二
・
入
室
出
家
受
戒
記
三
（
尊
満
）
明

徳
三
年
（
一
三
九
二
）
条
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
図
像
第
十
二
、�

一
〇
四
頁
）。
※
〈　

〉
は
割
注
を
意
味
す
る
。

　
　

�　

明
徳
三
年
八
月
二
十
七
日
、
天
晴
、
室（

足

利

義

満

）

町
准
三
后
若（
尊
満
）公

有
二
青
蓮

院
門
跡
御
入
室
事
一
〈
御
歳
十
二
歳
〉、
中
山
中（
親
雅
）

納
言
参
二
車
後
一
、

密
儀
也
、
御
装
束
、
直
衣
・
下
括
、
先
今
夜
御
二二

-

参
室
町
殿
一
云
々
、

此
間
御（
加
賀
局
）

母
儀
御
里
〈
出
雲
路
也
〉
御
座
、
六
歳
以
後
一
向
御
母
儀
御

同
宿
云
々
、

　
　

�　

去
十
一
日
室
町
殿
参
内
也
、
次
門
跡
相
続
可
レ
令
レ
用
、
多
以
先

立
之
間
、
老
後
周
章
之
由
申
レ
之
、
凡
去
々
年
以
来
連
々
雖
レ
令
レ
申
、

御
器
用
未
レ
定
、
如
レ
今
者
老
身
難
レ
弁
二
旦
暮
一
、
為
レ
之
如
何
述
二

鄙
懐
一
了
、
此
前
々
事
可
レ
被
レ
擬
二
法
体
一
者
、
可
二
申
預
一
之
由
申

之
処
、
円
満
院
旁
々
申
レ
之
、
然
而
堅
加
二
斟
酌
一
之
趣
也
、
所
詮
、
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年
齢
又
究
竟
時
分
余
、
或
人
モ
殆
無
二
其
例
一
、
全
分
幼
稚
、
又
老
体

難
レ
期
二
成
人
一
、枉
可
レ
有
二
恩
許
一
哉
由
申
之
間
、即
許
容
、日
次
内
々

可
レ
相
二

-

尋
有（
安
倍
）

世
卿
一
由
申
レ
之
退
出
、
即
二
十
七
日
吉
日
之
由
申
之

間
、
俄
治
定
了
、

　
　

�　

亥
下
刻
入
御
、
於
二
門
前
一
扣
レ
駕
、
中
山
中
納
言
並
殿
上
人
三
四

人
供
奉
、
忠（
尊
勝
院
）

慶
僧
都
参
会
、
円（
無
動
寺
）

什
法
印
申
二
案
内
由
一
也
、
即
入
二

-

御

寝
間
庇
西
妻
戸
一
〈
兼
撥
簾
〉
西
向
四
間
御
座
著
御
、
予
開
二
北
障

子
一
出
座
、
御
贈
物
忠
慶
取
レ
之
、
泰
円
役
送
之
、
予
起
座
、
若
君

又
起
座
入
二二

-

御
北
向
所
一
、
北
向
之
前
供
二
御
膳
一
〈
陪
膳
円
什
法
印
、

役
送
経
範
勤
レ
之
〉、
此
間
予
改
二
装
束
一
著
二
付
衣
一
、
中
山
並
殿
上

人
等
少
々
於
二
西
向
六
間
一
対
面
、初
盃
了
、明
日
相
国
寺
供
養
儼
儀
、

皆
以
可
二
参
会
一
之
間
、
卿
相
雲
客
共
忩
退
出
了
、
予
又
可
二
兼
示
給
一

之
間
、
此
又
々
入
御
々
車
申
請
之
、
即
曉
天
出
門
了
、
仍
不
レ
能
二

委
記
一
之
、

　

史
料
一
は
、
南
北
朝
期
に
編
纂
さ
れ
た
青
蓮
院
寺
誌
で
、
引
用
部
分
は

南
北
朝
期
以
後
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。
尊
満
入
室
の
経
緯

を
記
し
て
い
る
点
で
貴
重
だ
が
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

史
料
一
は
何
か
し
ら
の
記
録
の
抄
出
と
思
わ
れ
、
後
半
部
に
筆
者
「
予
」

が
出
て
き
て
、
尊
満
と
食
事
を
取
り
、
そ
の
際
に
法
体
装
束
の
「
付
衣
」

を
着
装
し
て
い
る（
（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
僧
侶
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
予
」
は
翌
日
の
相
国
寺
落
慶
供
養
に
参
加
し
て
い
る
が
、
他
史
料
を
確

認
し
た
結
果
、「
予
」
は
門
主
尊
道
を
指
す
と
判
断
で
き
る（
（2
（

。
よ
っ
て
、

史
料
一
は
尊
道
に
よ
る
記
録
だ
と
考
え
た
い
。

　

永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
生
ま
れ
の
尊
満
は
、
六
歳
の
と
き
か
ら
十
二

歳
に
い
た
る
ま
で
、
出
雲
路
に
あ
る
生
母
加
賀
局
（
中
山
親
雅
妻
）
の
里

坊
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
史
料
一
か
ら
、
尊
満
入
室
に
積
極
的
な
の

は
義
満
で
は
な
く
、
尊
道
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
尊
道
は
、「
老

後
周
章
」「
老
身
」「
老
体
」と
、高
齢
で
あ
る
こ
と
に
危
機
を
感
じ
て（
尊

道
は
明
徳
三
年
時
点
で
六
十
歳
）、
道
円
死
去
後
の
新
後
継
を
模
索
し
て

い
た
。
当
時
、
青
蓮
院
に
入
室
す
る
資
格
を
持
つ
皇
族
や
摂
関
家
は
子
弟

不
足
に
陥
り
つ
つ
あ
り
、
家
督
継
承
候
補
以
外
は
他
寺
院
に
入
室
す
る
こ

と
が
予
定
・
決
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
後
継
人
材
の
確
保
が
難
航
し
て
い

た（
（2
（

。
そ
こ
で
、
尊
道
は
摂
関
相
当
に
身
分
上
昇
を
果
た
し
た
義
満
に
接
近

し
て
、尊
満
入
室
を
働
き
か
け
た
。尊
道
は
、土
岐
康
行
の
乱（
一
三
八
九
）

や
明
徳
の
乱
（
一
三
九
二
）
な
ど
、
義
満
が
参
加
し
た
戦
乱
で
必
ず
敵
方

調
伏
の
武
家
祈
禱
を
行
い
、
歌
道
や
書
道
な
ど
の
芸
能
に
秀
で
、
話
が
面

白
く
、
酒
も
滅
法
強
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
義
満
と
の
関
係
は
良
好
で
厚
遇

さ
れ
て
い
た
と
い
う（
（2
（

。
義
満
と
尊
道
の
私
的
関
係
が
、
尊
満
入
室
の
背
景

に
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
う
し
て
尊
満
は
青
蓮
院
に
入
室
し
た
が
、
尊
道
か
ら
「
青
蓮
院
門
跡
」

を
譲
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
六
月
二
一

日
に
義
円
が
入
室
し
、
翌
月
五
日
に
尊
道
は
死
去
す
る
。
同
年
に
尊
満
は

青
蓮
院
を
退
去
し
て
伯
父
（
義
満
庶
兄
）
柏
庭
清
祖
が
開
い
た
天
龍
寺
香

厳
院
に
入
り
、
禅
僧
に
転
向
す
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
水
野
智
之
は

尊
満
の
青
蓮
院
後
継
と
し
て
の
能
力
不
足
を
、
稲
葉
伸
道
は
義
円
入
室
に

対
す
る
尊
満
の
不
満
の
表
れ
か
、
ま
た
は
義
満
に
よ
る
何
ら
か
の
命
令
が
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あ
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
が（
（3
（

、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

　（
二
）
青
蓮
院
義
円

　

義
円
の
青
蓮
院
入
室
は
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
六
月
で
あ
る（
（3
（

。
義
円

入
室
が
青
蓮
院
側
と
義
満
側
の
ど
ち
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
の
か
は
、
史

料
上
か
ら
確
認
で
き
な
い
。
義
円
入
室
の
約
十
日
後
に
門
主
尊
道
は
死
去

し
、
先
に
入
室
し
て
い
た
尊
満
も
青
蓮
院
を
退
去
し
た
。
義
円
は
出
家
得

度
、
受
戒
、
伝
法
灌
頂
な
ど
の
僧
侶
と
し
て
必
要
な
階
梯
を
ま
だ
何
一
つ

歩
ん
で
お
ら
ず
、
義
円
入
室
後
し
ば
ら
く
は
門
主
不
在
と
い
う
状
況
だ
っ

た
。
義
円
は
、
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
三
月
に
出
家
得
度
、
同
十
八

年
六
月
八
日
に
「
河
東
職
（
敷
）
地
事
」
を
後
小
松
天
皇
勅
裁
に
従
っ
て

管
領
す
べ
き
こ
と
（
河
東
敷
地
と
は
青
蓮
院
の
あ
る
鴨
川
東
の
寺
域
を
指

す
だ
ろ
う
か
ら
、
実
質
的
に
は
「
青
蓮
院
門
跡
」
の
管
領
相
続
を
意
味
す

る
こ
と
に
等
し
い
）
を
足
利
義
持
御
内
書
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
、
同
年
七

月
に
比
叡
山
で
受
戒
と
臨
時
受
戒
を
受
け
て
い
る
。
翌
年
六
月
八
日
に
は

「
御
門
跡
領
等
」
に
お
け
る
門
主
義
円
の
成
敗
権
を
義
持
御
内
書
に
よ
っ

て
安
堵
さ
れ
た（
（3
（

。
こ
の
あ
い
だ
、
法
流
を
相
承
し
た
明
証
は
確
認
で
き
な

い
が
、
応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）
十
二
月
に
台
密
大
法
の
熾
盛
光
法
を

勤
修
し
て
い
る
の
で（
（3
（

、
そ
れ
ま
で
に
は
法
流
を
相
承
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
義
持
の
関
与
は
、
門
主
不
在
と
い
う
危
機
的
状
況

へ
の
対
応
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
青
蓮
院
の
管
領
相
続
に

関
す
る
義
持
御
内
書
も
、
あ
く
ま
で
後
小
松
天
皇
勅
裁
の
追
認
で
あ
り
、

寺
院
統
制
を
企
図
す
る
義
持
の
一
方
的
な
寺
院
介
入
と
読
む
こ
と
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
義
円
の
青
蓮
院
門
主
と
し
て
の
活
動
に
関
し
て
、
興
味
深

い
史
料
が
あ
る
。

　

�【
史
料
二
】
山
門
根
本
中
堂
閉
籠
衆
議
事
書
案
（「
華
頂
要
略
門
主
伝
」

第
二
十
〈
義
円
〉、
応
永
二
四
年
（
一
四
一
七
）
条
〈『
大
日
本
仏
教
全

書
』〉）

　
　

十
二
月
十
三
日
根
本
中
堂
閇
籠
衆
議
曰
、

　
　
　

早
可
レ
被
レ
申
二

-

入　

青
蓮
院
門
跡
一
事
、

　
　
　

�

右
、
西
天
仏
教
者
留
二
此
峯
一
、
朝
廷
護
持
者
在
二
吾
山
一
、
仍
三

門
跡
者
司
二
遮
那
止
観
之
貫
長
一
、
為
二
一
山
九
院
棟
梁
一
、
於
レ
中

御
門
室
者
、
慈
覚
大
師
之
正
嫡
、
根
本
中
堂
検
校
、
天
下
無
双
之

顕
職
、
四
域
護
持
之
猛
将
也
、
爰
当（
義
円
）

門
主
者
、
清
和
天
皇
之
貴
種
、

一（

尊

道

）

品
親
王
之
付
法
、
誠
是
相
応
和
尚
與
二
貞
観
皇
帝
一
師
檀
之
往

縁
相
会
歟
之
処
、
近
年
被
レ
寄〔
棄
〕二二

-

置
門
跡
一
、
被
レ
閣
二
大
小
之
行
事
一

之
条
、
為
二
天
下
一
為
二
山
門
一
就
二
真
顕
一
無
二
勿
体
一
次
第
也
、
此

段
、
連
々
雖
二
諫
申
一
、
敢
不
レ
能
二
御
承
引
一
、
子
細
何
事
哉
、
所

詮
此
時
堅
可
レ
承
二

-

定
御
安
住
之
有
無
一
、
若
総
而
御
移
住
不
レ
可
レ

叶
者
、
別
而
可
レ
調
二
一
途
評
議
一
之
旨
、
衆
議
而
已（
（3
（

、

　

比
叡
山
根
本
中
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
閉
籠
衆
議
で
、
義
円
の
進
退
が
話

し
合
わ
れ
、
決
定
事
項
が
青
蓮
院
に
送
付
さ
れ
た（
（3
（

。

　

義
円
は
、
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
七
月
に
青
蓮
院
か
ら
逐
電
、
禅

衣
を
着
て
嵯
峨
洪
恩
院
（
義
満
生
母
紀
良
子
の
塔
所
）
に
隠
遁
し
て
お

り（
（3
（

、
門
主
と
し
て
の
業
務
を
果
た
せ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
門
徒
は
義
円
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を
諫
め
た
が
、
義
円
は
承
知
せ
ず
帰
還
し
な
か
っ
た
。
衆
議
で
は
、
義
円

の
青
蓮
院
帰
還
意
思
の
有
無
を
再
確
認
し
て
、
帰
還
し
な
い
の
な
ら
ば
再

度
衆
議
を
設
け
る
こ
と
で
一
決
し
た
。
こ
の
あ
と
義
円
が
い
つ
帰
還
し
た

の
か
不
明
だ
が
、応
永
二
六
年
に
天
台
座
主
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
ま
で
に
は
青
蓮
院
に
帰
還
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
室
町
殿
子
女
の
門
跡
寺
院
で
の

生
活
実
態
は
、
必
ず
し
も
寺
院
内
部
で
安
穏
に
過
ご
せ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。尊
満
や
義
円
が
ま
さ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

水
野
智
之
は
、
義
満
に
よ
る
寺
院
統
制
策
の
一
つ
に
「
自
ら
の
親
権
を
行

使
し
て
門
跡
寺
院
へ
の
介
入
の
強
化
を
は
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ

た（
（3
（

。
し
か
し
、
子
女
が
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
権
を
行
使
し
て
寺

院
介
入
の
強
化
を
成
し
得
た
の
か
ど
う
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
義

円
が
青
蓮
院
に
入
室
し
て
以
降
、
僧
侶
と
し
て
の
階
梯
を
歩
み
始
め
た
の

は
、
義
持
期
で
あ
る
。
義
持
と
義
円
は
兄
弟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
権
行

使
に
よ
る
寺
院
介
入
と
い
う
図
式
は
、
す
く
な
く
と
も
青
蓮
院
の
場
合
に

は
成
立
し
得
な
い
。

　（
三
）
梶
井
浄
文

　

梶
井
浄
文
（
の
ち
還
俗
し
て
義
嗣
）
は
、
入
室
記
事
が
見
当
た
ら
な
い

た
め
、
具
体
的
な
入
室
事
情
を
探
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
史
料
的
制
約

か
ら
室
町
期
梶
井
門
跡
に
関
す
る
先
行
研
究
も
少
な
い
が
、
近
年
稲
葉
伸

道
は
南
北
朝
・
室
町
期
の
梶
井
門
跡
に
言
及
し
て
い
る（
（3
（

。
以
下
、
稲
葉
の

研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
当
該
期
の
梶
井
門
跡
の
置
か
れ
た
状
況
を
確
認

し
た
い
。

　

南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
梶
井
門
跡
の
相
承
は
、
相
次
ぐ
門

主
の
死
や
遁
世
退
去
に
よ
っ
て
、
衰
微
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
永
和
三
年

（
一
三
七
七
）
七
月
、
梶
井
門
徒
は
後
円
融
天
皇
に
対
し
て
、
弟
宮
（
一

歳
）
の
入
室
を
奏
請
し
た
が
、
実
際
に
入
室
し
た
の
は
梶
井
門
徒
の
要
求

と
は
異
な
り
、
明
承
（
後
光
厳
第
十
皇
子
）
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
承

も
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
四
月
に
死
去
し
て
し
ま
う
。
稲
葉
に
よ
れ
ば
、

こ
の
門
主
交
代
に
義
満
関
与
は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。

　

明
承
以
後
に
門
主
と
し
て
確
認
で
き
る
の
が
、
浄
文
と
義
承
で
あ
る
。

浄
文
の
入
室
時
期
は
不
明
だ
が
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）
八
月
に
、

出
家
得
度
を
遂
げ
て
い
な
い
十
四
歳
の
門
主
を
史
料
上
か
ら
確
認
で
き

る（
（4
（

。
年
齢
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
門
主
が
浄
文
を
指
す
だ
ろ
う
か
ら
、
応

永
元
年
の
浄
文
誕
生
後
、
同
十
四
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
梶
井
門
跡
に
入
室

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
浄
文
は
「
門
主
」
と

呼
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
出
家
得
度
を
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
僧
侶
と

し
て
の
階
梯
を
何
一
つ
登
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
応
永
十
五
年
に
浄

文
は
還
俗
し
て
義
嗣
と
名
乗
り
、
義
満
の
寵
愛
を
受
け
る
が
、
一
方
で
梶

井
門
跡
は
後
継
が
決
定
せ
ず
、同
十
九
年
ま
で
門
主
不
在
の
状
況
が
続
く
。

義
満
が
梶
井
門
跡
に
対
し
て
、
子
女
を
通
じ
て
統
制
し
よ
う
と
し
た
の
な

ら
ば
、
浄
文
還
俗
と
そ
れ
に
伴
う
無
主
状
況
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

　

ま
た
、
つ
ぎ
の
門
主
で
あ
る
義
承
の
入
室
・
出
家
得
度
は
応
永
十
九
年

三
月
だ
が（
（4
（

、
応
永
十
九
年
は
義
満
死
後
に
当
た
る
の
で
、
義
承
の
梶
井
入

室
は
義
満
の
思
惑
外
と
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
義
承
の
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場
合
も
、
青
蓮
院
義
円
と
同
じ
く
親
権
行
使
に
よ
る
寺
院
統
制
策
と
い
う

視
点
は
成
立
し
難
い
。

　（
四
）
大
覚
寺
義
昭

　

大
覚
寺
義
昭
は
、
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
以
降
の
反
乱
事
件
に
注
目

す
る
研
究
は
多
い
が
、
僧
侶
と
し
て
の
履
歴
に
関
す
る
研
究
は
、
ほ
と
ん

ど
な
い（
（4
（

。
義
昭
の
前
半
生
、
特
に
入
室
に
関
し
て
、
不
明
な
点
も
少
な
く

な
い
が
、「
教
言
卿
記
」応
永
十
三
年（
一
四
〇
六
）十
一
月
二
一
日
条
に
、

裏
松
重
光
亭
で
魚
味
儀
を
行
う
「
妙
法
院
殿
」（
三
歳
）
が
確
認
で
き（
（4
（

、

こ
の
人
物
が
年
齢
的
に
義
昭
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。と
こ
ろ
が
、

八
年
後
の
同
二
一
年
五
月
に
、
義
昭
（
十
一
歳
）
は
大
覚
寺
門
主
と
し
て

出
家
得
度
し
て
お
り（
（4
（

、
そ
の
後
も
真
言
僧
と
し
て
階
梯
を
登
っ
て
い
く
。

つ
ま
り
、
義
昭
は
、
応
永
十
一
年
に
生
ま
れ
て
、
当
初
妙
法
院
に
入
室
予

定
だ
っ
た
が
、
同
二
一
年
に
大
覚
寺
で
出
家
得
度
す
る
ま
で
の
約
十
年
間

を
、
僧
侶
と
し
て
の
階
梯
を
登
ら
ず
俗
体
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ

い
だ
、
大
覚
寺
は
応
永
十
二
年
に
門
主
寛
教
が
死
去
し
て
い
る（
（4
（

。
義
昭
の

出
家
得
度
ま
で
誰
が
大
覚
寺
門
主
を
継
承
し
て
い
た
の
か
は
曖
昧
だ
が
、

あ
る
い
は
門
主
不
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

義
昭
は
、
妙
法
院
に
入
室
し
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
妙
法
院

関
係
の
門
跡
系
譜
に
義
昭
の
名
前
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

妙
法
院
入
室
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
覚
寺
に
て
出

家
得
度
し
た
応
永
二
一
年
は
、
当
然
な
が
ら
義
満
死
後
に
当
た
る
の
で
、

義
昭
の
大
覚
寺
出
家
も
義
満
の
思
惑
の
埒
外
で
あ
る
。

　（
五
）
小
括

　

本
章
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
よ
う
。
室
町
期
青
蓮
院
の
場
合
、
尊
満
入

室
以
前
に
後
継
問
題
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
高
齢
の
門
主
尊
道
は
後
継
問
題
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
お
り
、
後
継

が
決
定
し
な
い
焦
燥
か
ら
、
義
満
子
息
の
尊
満
を
招
請
し
た
。
尊
満
入
室

は
義
満
の
寺
院
統
制
策
の
産
物
な
の
で
は
な
く
、
切
羽
詰
ま
っ
た
青
蓮
院

側
の
事
情（
尊
道
か
ら
の
働
き
か
け
）を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

続
く
義
円
の
入
室
も
、
義
満
側
と
青
蓮
院
側
の
ど
ち
ら
の
働
き
か
け
に
よ

る
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
義
円
が
僧
侶
と
し
て
の
階
梯
を
登

る
の
は
義
持
期
で
あ
り
、
義
持
と
義
円
は
兄
弟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
く

な
く
と
も
「
親
権
行
使
」
に
よ
る
門
跡
介
入
と
い
う
図
式
は
成
立
し
得
な

い
。
ま
た
、
義
円
の
逐
電
事
件
か
ら
、
入
室
し
た
義
満
子
女
が
必
ず
し
も

寺
院
生
活
に
定
着
し
て
い
な
い
様
子
を
読
み
取
れ
、
子
女
が
寺
院
統
制
の

装
置
と
し
て
機
能
し
得
た
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

　

室
町
期
梶
井
門
跡
も
、
青
蓮
院
と
同
じ
く
後
継
問
題
に
悩
ん
で
い
た
。

皇
族
や
摂
関
家
の
子
女
が
払
底
し
て
い
る
中
世
後
期
の
社
会
状
況
で
、
後

継
確
保
が
難
航
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
身
分

を
上
昇
さ
せ
て
い
た
義
満
の
子
女
だ
っ
た
。
梶
井
門
跡
の
抱
え
て
い
る
問

題
と
対
応
は
、
青
蓮
院
と
同
じ
と
考
え
て
良
い
。

　

室
町
期
大
覚
寺
の
場
合
も
、
門
主
不
在
と
い
う
状
況
が
発
生
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
や
が
て
門
主
と
な
る
義
昭
は
、
当
初
妙
法
院
に
入
室
予

定
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
入
室
せ
ず
俗
体
の
ま
ま
十
一
歳
ま
で
過
ご
し
、
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義
持
期
に
よ
う
や
く
大
覚
寺
で
出
家
得
度
を
果
た
し
た
。

　

以
上
、
本
章
で
は
い
ず
れ
の
事
例
も
「
義
満
に
よ
る
寺
院
統
制
策
」
と

い
う
視
点
は
成
立
し
難
い
こ
と
を
述
べ
た
。

四　

青
蓮
院
の
寺
務
職
と
寺
領
へ
の
義
満
関
与
の
実
態

　

そ
も
そ
も
、「
寺
院
統
制
」
と
は
一
体
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
先
行

研
究
で
は
、
門
跡
の
家
産
化
、
門
跡
内
の
人
事
・
門
跡
領
へ
の
関
与
、
武

家
祈
禱
遂
行
の
強
化
な
ど
を
、
寺
院
統
制
策
の
目
的
と
し
て
挙
げ
て
い
る

が（
（4
（

、
こ
の
う
ち
具
体
的
に
挙
証
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
に
紹
介
す
る
青
蓮

院
の
所
職
所
領
へ
の
関
与
だ
け
で
あ
る
。

　

応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
十
月
、
尊
満
が
門
主
尊
道
よ
り
受
戒
し
た
同

年
月
に
、
義
満
か
ら
尊
満
に
対
し
て
明
王
院
・
清
浄
金
剛
寺
・
願
成
寺
の

寺
務
職
と
寺
領
な
ど
を
安
堵
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
水
野
智
之
は
こ
れ
を

尊
満
の
立
場
強
化
を
義
満
が
画
策
し
た
も
の
と
捉
え
、
関
屋
雄
一
は
尊
満

入
室
を
も
と
に
青
蓮
院
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
義
満
の
意
図
を
見
出
そ
う

と
し
た（
（4
（

。
本
稿
で
は
、
最
後
に
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。

　

明
王
院
・
清
浄
金
剛
寺
・
願
成
寺
は
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
幕
府
護
持
の
由

緒
を
持
つ
東
国
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
明
王
院
に
関
し
て
は
先
行
研
究

が
多
い
の
で（
（4
（

、
先
学
を
参
照
し
て
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
明
王
院
を
概
観

し
よ
う
。

　

明
王
院
は
、
鎌
倉
幕
府
四
代
将
軍
九
条
頼
経
の
御
願
寺
に
由
緒
を
持
つ

寺
院
で
あ
り
、
か
つ
て
は
鎌
倉
山
門
派
の
要
職
だ
っ
た
が
、
や
が
て
東
密

系
の
補
任
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
田
壮
一
郎
は
、
初
期
鎌
倉
府

祈
禱
体
制
を
検
討
す
る
際
に
、
関
東
諸
寺
社
の
別
当
職
に
言
及
し
、
明
王

院
別
当
職
に
つ
い
て
、
①
明
王
院
仲
尊
→
醍
醐
寺
地
蔵
院
覚
雄
→
醍
醐
寺

地
蔵
院
道
快
→
明
王
院
快
季
→
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
醍
醐
寺
理
性
院

宗
助
と
い
う
複
雑
な
相
承
経
路
と
幕
府
安
堵
が
確
認
で
き
、
②
一
方
で
、

鎌
倉
府
は
宗
助
に
対
す
る
幕
府
安
堵
を
否
定
し
て
、
本
覚
院
聖
助
（
後
光

厳
息
）
に
同
別
当
職
を
安
堵
し
て
い
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
当
該
期
の
明
王
院
別
当
職
は
、
幕
府
補
任
（
①
）
と
鎌
倉
府
補

任
（
②
）
の
二
系
列
が
存
在
し
て
い
た
。

　

だ
が
、明
王
院
別
当
職
に
関
し
て
は
、も
う
一
系
列
の
相
承
経
路
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
青
蓮
院
で
あ
る
。
青
蓮
院
へ
の
相
承
に
関
し
て
は
山
家
浩
樹

の
研
究
に
詳
し
く
、
以
下
の
記
述
は
山
家
論
文
と
「
華
頂
要
略
」
に
よ
る
。

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
八
月
、
明
王
院
快
季
は
理
性
院
宗
助
へ
の
所
職

所
領
の
譲
与
を
改
め
、
親
類
で
師
資
約
諾
を
結
ん
だ
聖
光
院
仲
祐
に
譲
与

し
た（

（4
（

。
仲
祐
は
、
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
本
覚
院
聖
助
が
尊
道
入
室
弟

子
に
な
る
際
の
有
職
三
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
見
え
、
本
覚
院
と
の
関

係
を
推
測
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
年
に
仲
祐
は
尊
道
か
ら
灌
頂
を
受

け
て
お
り
、
二
年
後
に
は
印
可
も
受
け
て
い
る
よ
う
に
、
尊
道
と
の
関
係

も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
仲
祐
は
、
尊
満
が
青
蓮
院
に
入
室

す
る
と
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）、
尊
満
に
明
王
院
別
当
職
と
寺
領
を

譲
与
す
る
。

　

�【
史
料
三
】
足
利
義
満
御
判
御
教
書
案
（
青
蓮
院
文
書
『
神
奈
川
県
史

資
料
編
』
三
上
、
五
一
五
〇
）
※
〈　

〉
は
傍
注
。
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�

明
王
院
幷
清
浄
金
剛
寺
・
願
成
寺
等
寺
務
職
同
寺
領
以
下
事
、
任
二

仲
祐
僧
都
譲
与
旨
一
、
相
伝
管
領
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
之
状
、
如
レ
件
、

　
　
　

応
永
二
年
十
月
五
日　
　
〈
鹿
苑
院
殿
〉
御
判

　
　

青（

尊

満

）

蓮
院
大
僧
都
御
房

　

�【
史
料
四
】
足
利
義
満
御
判
御
教
書
案
（
青
蓮
院
文
書
『
神
奈
川
県
史

資
料
編
』
三
上
、
五
一
五
一
）
※
〈　

〉
は
傍
注
。

　
　

�

明
王
院
快
季
僧
正
遺
跡
寺
務
幷
所
領
等
事
、
青
蓮
院
尊
満
大
僧
都
相

伝
之
間
、
東
国
寺
領
所
々
進
二
目
六
一
候
、
可
レ
被
レ
打
二

-

渡
彼
雑
掌
一

之
状
、
如
レ
件
。

　
　
　
〈
応
永
二
〉
十
月
十
三
日　
　
〈
鹿
苑
院
殿
〉
御
判

　
　

左（
足
利
氏
満
）

兵
衛
督
殿

　

明
王
院
・
清
浄
金
剛
寺
・
願
成
寺
の
「
寺
務
職
」「
寺
領
」
に
つ
い
て
、

仲
祐
の
譲
与
に
従
っ
て
相
伝
管
領
せ
よ
と
い
う
義
満
御
判
御
教
書
が
、
青

蓮
院
尊
満
に
発
給
さ
れ
た
（
史
料
三
）。
義
満
は
、
東
国
寺
領
目
録
を
鎌

倉
公
方
足
利
氏
満
に
送
り
、
青
蓮
院
雑
掌
へ
の
移
管
を
指
示
し
た
（
史
料

四
）。
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
三
月
に
は
、
明
王
院
・
清
浄
金
剛
寺
・

願
成
寺
の
寺
領
半
分
の
知
行
を
安
堵
す
る
義
満
袖
判
御
教
書（
差
出
は「
青

蓮
院
殿
」）
が
、
仲
祐
に
発
給
さ
れ
て
い
る（
（5
（

。

　

さ
ら
に
、
仲
祐
は
義
円
の
青
蓮
院
入
室
を
受
け
て
、
つ
ぎ
の
史
料
を
提

出
し
て
い
る
。

　

�【
史
料
五
】聖
光
院
仲
祐
契
状
案（
青
蓮
院
文
書『
神
奈
川
県
史
資
料
編
』

三
上
、
五
三
三
〇
）
※
〈　

〉
は
割
注
。

　
　

�

明
王
院
〈
寺
領
上
総
国
周
西
郷
〉、
清
浄
金
剛
寺
〈
寺
領
駿
河
国
藪

田
郷
〉、
願
成
寺
〈
寺
領
常
陸
国
石
神
村
〉、
幷
美
濃
国
荏
戸
郷
・
駿

河
国
稲
葉
郷
、

　
　
　

此
外
不
知
行
所
々
注
文
〈
在
二
別
紙
一
〉、

　
　

�

右
、件
寺
務
職
幷
所
領
等
事
者
、故
明
王
院
快
季
僧
正
所
二
譲
賜
一
也
、

雖
レ
然
就
二
由
緒
一
、
先
年
奉
レ
寄
二

-

附
御
門
跡
一
、
仍
此
所
々
御
当
知

行
無
二
子
細
一
、
而
若（
義
円
）君

御
入
室
之
間
、
重
而
所
レ
奉
二

-

献
契
状
一
也
、

弥
後
々
末
代
不
レ
可
レ
有
二
依
違
一
、
於
二
半
分
一
者
、
任
二
応
永
二
年

十
月
十
三
日
御
書
一
、
可
下
全
二
領
掌
一
仕
上
候
、
仍
殊
更
所
レ
奉
二
契

約
一
之
状
、
如
レ
件
、

　
　
　

応
永
十
年
六
月
十
八
日　
　

法
印
権
大
僧
都
〈
在
判
〉

　

仲
祐
は
、
明
王
院
快
季
か
ら
所
職
所
領
を
譲
渡
さ
れ
た
が
、「
由
緒
」

に
従
い
、
青
蓮
院
尊
満
に
寄
附
し
た
。
今
回
も
、
義
円
入
室
を
受
け
て
、

再
度
契
状
を
提
出
し
、
寺
領
半
分
を
知
行
す
る
こ
と
の
契
約
更
新
を
請
求

し
て
い
る
。
史
料
五
の
五
日
後
、「
明
王
院
領
半
分
事
」
に
関
し
て
知
行

を
安
堵
す
る
義
満
袖
判
御
教
書
（
差
出
は
「
青
蓮
院
」）
が
、
仲
祐
に
発

給
さ
れ
た（
（5
（

。

　

以
上
、
明
王
院
別
当
職
の
相
承
は
、
③
明
王
院
仲
尊
→
醍
醐
寺
地
蔵
院

覚
雄
→
醍
醐
寺
地
蔵
院
道
快
→
明
王
院
快
季
→
理
性
院
宗
助
→
聖
光
院
仲

祐
→
青
蓮
院
尊
満
→
青
蓮
院
義
円
と
い
う
経
路
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

き
た
。
注
意
し
た
い
の
は
、
明
王
院
・
清
浄
金
剛
寺
・
願
成
寺
の
「
寺
務

職
」「
寺
領
」
は
、
い
ず
れ
も
当
初
か
ら
青
蓮
院
管
轄
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
史
料
三
に
み
え
る
義
満
関
与
は
、
あ
く
ま
で
仲
祐
譲
与
の

追
認
安
堵
で
あ
り
、
ま
た
、
史
料
五
の
五
日
後
に
義
満
袖
判
御
教
書
が
発
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給
さ
れ
た
の
も
、
仲
祐
か
ら
契
状
を
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
発
給

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
史
料
五
の
と
き
、
門
主
尊
道
は
応
永
十
年
六

月
五
日
に
す
で
に
死
去
し
て
お
り
、
青
蓮
院
は
門
主
不
在
の
状
況
に
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
仲
祐
は
義
円
の
父
親
と
い
う
縁
を
頼
り
（
あ
る
い
は
院
政

を
開
始
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
）、
義
満
に
袖
判
御
教
書
で
対
応
す
る
こ

と
を
求
め
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
義
満
の
関
与
は
仲
祐
の
半
分
知
行
の
保

障
で
あ
り
、
寺
院
統
制
が
目
的
と
は
考
え
に
く
い
。
先
学
の
指
摘
す
る
よ

う
に
、
安
堵
と
は
申
請
者
の
要
望
が
あ
っ
て
初
め
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
上
部
権
力
が
一
方
的
に
行
使
す
る
行
為
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る（
（5
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
理
性
院
側
で
は
、
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）、
宗
助
か

ら
弟
子
宗
観
に
理
性
院
の
所
職
所
領
を
譲
与
す
る
際
に
、
明
王
院
と
清
浄

金
剛
寺
の
別
当
職
も
譲
与
対
象
に
含
め
て
お
り
、
理
性
院
側
の
相
伝
知
行

を
安
堵
し
た
奉
書
も
発
給
さ
れ
た（
（5
（

。
一
度
は
所
職
所
領
を
悔
い
返
さ
れ
て

い
る
理
性
院
側
は
、
青
蓮
院
側
が
相
承
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
認
識
し
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

�【
史
料
六
】
理
性
院
宗
観
申
状
案
（『
大
日
本
古
文
書
醍
醐
寺
文
書
』

三
三
七
五
）

　
　
「
廣
（
端
裏
書
）

瀬
郷
幷
荏
戸
鎌
倉
明
王
院
等
申
状
案
」

　
　

理
性
院
僧
正
宗
観
謹
言
上
、

　
　

�　

欲
下
早
為
二
鎌
倉
明
王
院
寺
務
・
同
金
剛
寺
別
当
職
・
美
濃
国
荏

戸
上
郷
等
替
地
一
、
任
二
由
緒
一
被
レ
成
二

-

下
御
教
書
一
、
全
中
領
知
上
、

飛
騨
国
廣
瀬
郷
事
、

　
　

副
進

　
　
　

五
通　

代
　々

御
判
正
文

　
　
　

ヽ
通　

御
教
書
・
渡
状
幷
譲
状
・
置
文
等

　
　
　

一
通　

廣
瀬
郷　

御
判
正
文

　
　

�

右
、
関
東
所
々
執
務
職
寺
領
等
、
至
二
先
師
宗
助
僧
正
一
、
相
伝
知

行
之
条
、代
々
数
通
御
判
御
教
書
幷
累
世
附
属
状
等
、備
而
明
鏡
也
、

而
青
蓮
院
故
宮
、
彼
所
々
申
二
御
給
一
之
間
、
雖
レ
含
二
愁
訴
一
、
令
二

斟
酌
一
、
不
レ
申
二
是
非
一
、
于
レ
今
罷
過
畢
、
爰
廣
瀬
郷
者
、
廣
瀬
代
々

依
レ
為
二
御
敵
一
、被
二
闕
所
一
、為
二
御
祈
禱
料
所
一
故（
宗
助
）

僧
正
令
二
拝
領
一
、

多
年
当
知
行
之
処
、
廣（
常
登
）瀬
立
還
、
属
二
守（
京
極
高
光
）

護
方
一
、
奉
レ
掠
二　

公
方
一
、

致
二
知
行
一
、
結
句
去
応
永
十
八
年
、
一
類
同
二

-

心
前（
姉
小
路
尹
綱
）

国
司
古
河
一
、

籠
二
彼
城
一
、
終
被
二
斬
罪
一
訖
、
於
レ
今
者
、
京（

高

数

）

極
加
賀
入
道
号
二
闕

所
一
申
給
云
々
、
所
詮
且
任
下
異
二
于
他
一
之
由
緒
上
、
且
為
二
明
王
院

以
下
之
替
地
一
、
被
レ
成
二
厳
密
御
教
書
一
、
如
レ
元
全
二
領
知
一
、
弥

為
レ
抽
二
御
祈
禱
懇
誠
一
、
粗
言
上
如
レ
件
、

　
　
　
　

正
長
元
年
八
月　

日

　

本
稿
に
関
わ
る
史
料
六
の
論
点
は
、
傍
線
を
引
い
た
「
青
蓮
院
故
宮
」

を
誰
に
比
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
神
奈
川
県
史
資
料
編
』
三

上
は
道
円
に（
（5
（

、『
大
日
本
古
文
書
醍
醐
寺
文
書
』
は
尊
道
に
、
そ
れ
ぞ
れ

比
定
し
て
い
る
。
青
蓮
院
側
が
明
王
院
別
当
職
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に

な
る
の
は
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
以
降
だ
が
、
道
円
は
至
徳
二
年

（
一
三
八
五
）
三
月
に
死
去
し
て
い
る
か
ら
、
道
円
に
比
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。「
故
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
足
利
氏
出
身
の
尊
満

も
有
り
得
ず
、
よ
っ
て
「
青
蓮
院
故
宮
」
と
は
、
尊
道
に
比
定
さ
れ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
尊
道
に
比
定
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
理
性
院
に
対
し
て
、「
御
給
」
と
称
し
て
明
王
院
を
は
じ
め

と
す
る
所
職
所
領
の
権
利
を
主
張
し
て
い
た
の
は
、
権
利
者
尊
満
で
は
な

く
、
尊
道
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
史
料
六
に
よ
れ
ば
、
理
性

院
側
は
訴
え
た
が
、
明
確
な
結
論
が
出
な
い
ま
ま
、
時
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
の
だ
と
い
う
。

　

尊
満
の
青
蓮
院
入
室
に
よ
っ
て
、
門
主
尊
道
と
義
満
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
明
王
院
・
清
浄
金
剛
寺
・
願
成

寺
へ
の
義
満
関
与
は
、
義
満
の
寺
院
統
制
策
と
い
う
よ
り
、
義
満
と
の
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
を
最
大
限
に
活
用
す
る
尊
道
の
働
き
か
け
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
形
式
上
は
尊
満
に
寄
附
さ
れ
た
が
、
尊
道
や
仲
祐
は
義
満
の
影
響
力

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
公
武
の
祈
禱
で
活
躍
す
る
醍
醐
寺
理
性
院
側
へ
の

優
位
性
を
保
っ
た
の
で
あ
る（
（5
（

。
そ
れ
は
、
あ
る
い
は
尊
満
の
立
場
強
化
に

繋
が
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
青
蓮
院
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
よ
う
と
す
る
義
満
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
寺
院
統
制
策
の
起
点
と
評
価
さ
れ
る
足
利
義

満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
を
再
検
討
し
て
、
義
満
の
思
惑
が
子
女
を
通
じ

た
寺
院
統
制
策
に
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
義
満
子

女
の
寺
院
入
室
は
、
臼
井
信
義
や
中
村
直
勝
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
血
統

管
理
や
嫡
流
安
定
の
側
面
を
重
要
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
四

世
紀
以
降
、
権
威
化
な
い
し
貴
種
化
を
遂
げ
て
い
く
足
利
氏
の
「
血
」
を

管
理
す
る
こ
と
は
、
足
利
将
軍
家
に
と
っ
て
重
要
政
治
課
題
だ
っ
た
。
そ

こ
で
寺
院
入
室
さ
せ
る
こ
と
で
、
血
統
管
理
を
試
み
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
際
に
、
入
室
先
が
禅
寺
だ
け
で
な
く
門
跡
寺
院
も
選
択
さ
れ
た

の
は
、
義
満
が
摂
関
相
当
ま
た
は
上
皇
相
当
に
身
分
秩
序
を
上
昇
さ
せ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
門
跡
寺
院
側
に
着
目
す
る
と
、
本
稿
で
検
討
し
た
門
跡
寺
院

（
青
蓮
院
・
梶
井
門
跡
・
大
覚
寺
）
は
、
ほ
と
ん
ど
が
後
継
問
題
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
。
皇
族
や
摂
関
の
子
息
が
払
底
し
て
い
る
社
会
状
況
に
お
い

て
、
身
分
上
昇
を
遂
げ
て
い
く
義
満
は
、
門
跡
寺
院
側
か
ら
す
れ
ば
皇
族

や
摂
関
に
次
ぐ
、
第
三
の
選
択
肢
足
り
得
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
尊
道
は

尊
満
入
室
を
要
請
し
て
お
り
、
門
跡
寺
院
側
の
働
き
か
け
は
存
在
し
た
。

　

最
後
に
…
…
。
こ
こ
ま
で
寺
院
統
制
策
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
主
張

し
て
き
た
が
、
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
に
よ
っ
て
、
門
跡
寺
院
と
室
町
殿

の
関
係
は
強
化
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
室
町
殿
の
寺
院
関
与
を
招
く
こ
と
も

あ
っ
た
こ
と
は
、
当
然
有
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
が
齎
し
た
「
結
果
」
で
あ
り
、
結
果
か
ら
逆

行
し
て
義
満
の
「
目
的
」
と
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
義
満
の
思

惑
を
、
そ
の
後
の
室
町
殿
も
共
有
し
て
い
た
と
考
え
る
の
も
安
易
で
あ

る（
（5
（

。
本
稿
は
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
の
再
検
討
で
あ
る
。
義
持
期
以
降
の

展
開
は
、
猶
子
の
問
題
も
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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注（
1
）　�「
門
跡
」
の
語
義
を
検
討
し
た
永
村
眞
は
、
①
法
流
、
②
門
徒
、

③
院
家
・
院
主
、
④
貴
種
住
持
の
院
家
ま
た
は
貴
族
の
院
主
、
の

四
つ
の
意
味
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
永
村
「「
門
跡
」
と
門
跡
」
大
隅

和
雄
編
『
中
世
の
仏
教
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

本
稿
に
お
け
る
「
門
跡
」「
門
跡
寺
院
」
は
④
の
意
味
で
用
い
て

い
る
。

（
2
）　�

田
中
義
成
『
足
利
時
代
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
年
、

初
出
一
九
二
三
年
）
六
〇
～
二
頁
。

（
3
）　�

今
谷
明
『
室
町
の
王
権
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）
七
三
～

四
頁
。
以
下
、
本
稿
で
は
書
籍
や
論
文
の
副
題
は
基
本
的
に
省
略

す
る
。

（
4
）　�

近
年
の
室
町
期
公
武
関
係
史
の
理
解
は
、
松
永
和
浩
「
室
町
期
公

武
関
係
の
現
状
と
課
題
」（
同
『
室
町
期
公
武
関
係
と
南
北
朝
内

乱
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）、
石
原

比
伊
呂
「
足
利
義
満
の
対
朝
廷
政
策
」（
同
『
室
町
時
代
の
将
軍

家
と
天
皇
家
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　�

荒
川
玲
子
「
景
愛
寺
の
沿
革
」（『
書
陵
部
紀
要
』
二
八
、
一
九
九

四
年
）、
中
井
正
孝
「
崇
光
院
流
と
入
江
殿
」（
同
『
法
然
伝
と
浄

土
宗
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
田
中
リ
サ
「
比

丘
尼
御
所
の
所
領
と
室
町
幕
府
」（『
鳴
門
史
学
』
十
三
、
一
九
九

九
年
）、
菅
原
正
子
「
中
世
後
期
：
天
皇
家
と
比
丘
尼
御
所
」（
服

藤
早
苗
編『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』小
学
館
、二
〇
〇
二
年
）、

同「
中
世
後
期
の
比
丘
尼
御
所
」（『
中
世
の
武
家
と
公
家
の「
家
」』

吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
七
年
、初
出
二
〇
〇
四
年
）、大
石
雅
章「
比

丘
尼
御
所
と
室
町
幕
府
」「
尼
の
法
華
寺
と
僧
の
法
華
寺
」（
同

『
日
本
中
世
社
会
と
寺
院
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
は
そ

れ
ぞ
れ
一
九
九
〇
年
、
一
九
九
七
年
）。

（
6
）　�

室
町
殿
が
比
丘
尼
御
所
方
丈
附
弟
者
の
入
室
免
許
、
禅
林
系
比
丘

尼
御
所
の
新
住
持
の
入
院
と
退
院
に
裁
量
権
を
有
し
て
い
た
こ
と

は
、
加
藤
岡
智
恵
子
「
室
町
時
代
比
丘
尼
御
所
入
室
と
室
町
殿
免

許
に
つ
い
て
」（『
史
学
』
七
三
―
四
、二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
の

こ
と
。

（
7
）　�「
御
料
所
」
は
、
将
軍
権
力
の
直
轄
領
だ
け
で
な
く
、
室
町
殿
近

親
（
室
町
殿
の
妻
妾
と
子
女
、
兄
弟
姉
妹
）
の
所
領
を
指
す
場
合

も
あ
っ
た
。
山
田
徹
「
足
利
将
軍
家
の
荘
園
制
的
基
盤
」（『
史
学

雑
誌
』
一
二
三
―
九
、二
〇
一
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
8
）　�

前
掲
注（
5
）大
石「
比
丘
尼
御
所
と
室
町
幕
府
」、湯
之
上
隆「
足

利
氏
の
女
性
た
ち
と
比
丘
尼
御
所
」（
同
『
日
本
中
世
の
政
治
権

力
と
仏
教
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）。

（
9
）　�

大
石
雅
章
「
寺
院
と
中
世
社
会
」（
同
『
日
本
中
世
社
会
と
寺
院
』

清
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）
三
七
八
頁
。

（
10
）　�
臼
井
信
義
『
足
利
義
満
（
人
物
叢
書
）』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

〇
年
）
二
五
七
頁
。
な
お
、
今
谷
明
は
『
籤
引
き
将
軍
足
利
義
教
』

（
講
談
社
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
三
年
）
五
一
頁
で
「
継
嗣
争
い
の
流
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血
の
惨
を
回
避
す
る
た
め
の
手
段
」
と
述
べ
て
い
る
。
丸
山
裕
之

も
、
宗
教
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
力
は
首
肯
し
つ
つ
、
経
済
的
生
活

保
護
の
面
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
丸
山
『
図
説
室
町
幕

府
』戒
光
祥
出
版
、二
〇
一
八
年
、四
八
～
九
頁
、八
〇
～
二
頁
）。

（
11
）　�

中
村
直
勝
『
東
山
殿
義
政
私
伝
』（
河
原
書
店
、
一
九
七
〇
年
）

五
九
～
六
〇
頁
。

（
12
）　�

谷
口
雄
太
「
足
利
時
代
に
お
け
る
血
統
秩
序
と
貴
種
権
威
」（『
歴

史
学
研
究
〈
増
刊
号
〉』
九
六
三
、二
〇
一
七
年
）。

（
13
）　�

水
野
智
之
「
室
町
将
軍
の
偏
諱
と
猶
子
」（
同
『
室
町
時
代
公
武

関
係
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
五
年
、初
出
一
九
九
八
年
）、

同
『
名
前
と
権
力
の
中
世
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
14
）　�

前
掲
注
（
13
）
水
野
論
文
二
八
一
頁
。「
義
満
は
永
和
年
間
に
自

己
の
家
格
を
摂
関
家
と
同
等
に
位
置
付
け
、
次
第
に
そ
の
上
昇
を

試
み
て
、
出
家
後
は
自
ら
を
上
皇
に
准
じ
て
い
る
。
そ
し
て
義
満

は
そ
の
身
分
秩
序
を
子
弟
の
入
室
に
も
適
用
し
た
の
で
あ
る
」。

（
15
）　�

大
田
壮
一
郎
は
、
水
野
智
之
の
議
論
を
援
用
し
て
、
足
利
一
門
子

弟
の
入
室
を
、
王
権
護
持
の
「
法
流
」
を
室
町
殿
支
配
下
に
置
く

と
い
う
意
味
で
、
院
政
期
に
お
け
る
院
権
力
の
対
寺
社
政
策
と
対

比
し
う
る
も
の
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
す
る

（
大
田
「
大
覚
寺
門
跡
と
室
町
幕
府
」
同
『
室
町
幕
府
の
政
治
と

宗
教
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
九
九
年
、
七
二
～
三

頁
）。
院
権
力
の
対
寺
社
政
策
と
は
、
お
そ
ら
く
法
親
王
制
の
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、法
親
王
制
に
関
し
て
は
、

特
定
時
期
に
お
い
て
は
寺
院
統
制
的
意
図
も
見
出
せ
る
が
、
中
世

全
般
を
通
じ
て
そ
う
し
て
意
図
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
指
摘
も
あ
る
（
佐
伯
智
広
「
中
世
前
期
の
王
家
と
法
親
王
」
同

『
中
世
前
期
の
政
治
構
造
と
王
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五

年
、
初
出
二
〇
一
二
年
）。

（
16
）　�

義
詮
の
娘
で
あ
る
鏡
室
恵
照
（
桂
林
昌
公
）
は
比
丘
尼
御
所
の
宝

鏡
寺
に
入
室
し
て
い
る
が
、
こ
の
入
室
は
水
野
智
之
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、義
満
の
計
ら
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い（
水

野
智
之
『
名
前
と
権
力
の
中
世
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、

一
〇
一
頁
）。
ま
た
、
直
冬
系
で
は
、
仁
和
寺
上
乗
院
（
下
河
原
宮
）

に
入
室
し
た
義
俊
と
、
実
相
院
に
入
室
し
た
義
命
（
い
ず
れ
も
直

冬
の
孫
に
該
当
す
る
）
を
確
認
で
き
る
。
仁
和
寺
と
実
相
院
は
門

跡
寺
院
で
あ
り
、
義
俊
と
義
命
は
六
代
足
利
義
教
猶
子
と
し
て
入

室
し
て
い
る
（「
満
済
准
后
日
記
」
永
享
五
年
八
月
十
九
日
条
『
続

群
書
類
従
補
遺
一
下
』）。中
根
正
人「
応
永
の
乱
と「
足
利
義
氏
」」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
六
九
、二
〇
一
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
17
）　�

前
掲
注
（
13
）
水
野
著
書
九
七
頁
の
表
二
で
は
、「
門
跡
寺
院
に

入
室
し
た
実
子
」「
他
の
寺
院
に
入
室
し
た
実
子
」
と
い
う
項
目

を
立
て
、
義
満
実
子
の
入
室
事
例
を
全
十
七
例
と
す
る
。
筆
者
が

確
認
し
て
い
る
事
例
よ
り
二
名
多
い
が
、
筆
者
の
力
不
足
で
二
名

を
特
定
し
得
な
か
っ
た
。

（
18
）　

前
掲
注
（
5
）
大
石
「
尼
の
法
華
寺
と
僧
の
法
華
寺
」。

（
19
）　�

矢
部
健
太
郎「
中
世
武
家
権
力
の
秩
序
形
成
と
朝
廷
」（『
国
史
学
』
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二
〇
〇
、二
〇
一
〇
年
）、
小
川
剛
生
『
足
利
義
満
』（
中
公
新
書
、

二
〇
一
二
年
）。

（
20
）　

前
掲
注
（
12
）
谷
口
論
文
。

（
21
）　

前
掲
注
（
12
）
谷
口
論
文
六
八
～
九
頁
。

（
22
）　
『
大
日
本
史
料
』
七
―
十
、
応
永
十
五
年
五
月
六
日
条
。

（
23
）　�

こ
の
点
、
今
谷
明
は
「
す
で
に
義
満
に
よ
り
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の

上
を
、
兄
の
義
持
将
軍
の
指
示
に
よ
り
入
室
し
た
の
で
あ
る
。（
中

略
）足
利
一
族
に
よ
る
顕
密
寺
院
の
門
跡
独
占
は
、義
満
の
死
後
、

子
の
義
持
将
軍
の
執
政
期
に
至
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
目
的
を
達
し
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
（
今
谷
『
室
町
の
王
権
』
中

公
新
書
、
一
九
九
〇
年
、
七
四
頁
）。
入
室
時
期
の
問
題
を
考
慮

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
24
）　�

関
屋
雄
一
「
十
四
世
紀
後
半
の
門
跡
寺
院
」（『
日
本
大
学
文
理
学

部
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
八
〇
、二
〇
一
〇
年
）、
稲
葉
伸

道
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
門
跡
継
承
と
安
堵
」（
同
編
『
中
世
寺

社
と
国
家
・
地
域
・
史
料
』
法
藏
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
25
）　�「
門
葉
記
目
録
」（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』図
像
第
十
二
、六
八
二
頁
）

に
は
「
大
乗
院
尊
円
親
王
御
編
輯
之
書
也
、
御
門
跡
代
々
御
修
法

現
行
之
御
記
、
其
外
門
跡
領
雑
事
迄
御
撰
御
記
録
、
尤
雖
為
御
真

筆
、
間
々
有
僧
綱
兒
坊
官
等
之
加
筆
歟
〈
天
永
年
ヨ
リ
応
永
元
年

マ
テ
凡
三
百
年
間
〉」
と
あ
り
、
編
者
尊
円
以
後
に
加
筆
部
分
の

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　�「
付
衣
」
は
裳
付
衣
の
略
称
。
襴
の
つ
け
ら
れ
て
い
る
衣
で
僧
綱

襟
が
あ
り
、
着
用
身
分
は
素
材
に
よ
り
上
位
者
か
ら
下
位
者
ま
で

確
認
で
き
る
。
近
藤
好
和
「『
法
体
装
束
抄
』
に
み
る
法
体
装
束
」

（『
立
命
館
文
學
』
六
二
四
、二
〇
一
二
年
）
四
七
〇
頁
を
参
照
の

こ
と
。

（
27
）　�「
相
国
寺
供
養
記
」（『
群
書
類
従
』
二
四
）
三
三
四
頁
。
ま
た
、「
華

頂
要
略
門
主
伝
」
第
十
八
・
附
弟
傳
第
十
四
（
尊
満
）
に
は
「
又

云
、
明
日
相
国
寺
塔
供
養
之
間
、
卿
相
雲
客
総
退
出
也
、
門
首
曉

天
出
門
云
々
」
と
あ
る
。「
門
首
」
と
は
門
主
尊
道
の
こ
と
を
指

す
か
ら
、
史
料
一
の
「
即
曉
天
出
門
了
」
も
主
語
は
尊
道
だ
と
判

断
し
た
。

（
28
）　�

た
と
え
ば
「
満
済
准
后
日
記
」
正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
六
月

二
七
日
条
（『
続
群
書
類
従
補
遺
一
下
』）
に
は
皇
族
や
摂
関
家
な

ど
の
貴
種
が
不
足
し
て
い
る
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
・

室
町
期
の
宮
（
皇
族
）
の
門
跡
寺
院
入
室
と
払
底
状
況
は
、
松
薗

斉「
中
世
の
宮
家
に
つ
い
て
」（『
人
間
文
化
』二
五
、二
〇
一
〇
年
）

も
参
照
の
こ
と
。

（
29
）　

前
掲
注
（
19
）
小
川
著
書
一
三
八
～
九
頁
。

（
30
）　�

前
掲
注
（
13
）
水
野
著
書
一
〇
二
～
四
頁
、
前
掲
注
（
24
）
稲
葉

論
文
二
八
頁
。

（
31
）　�「
兼
宣
公
記
」
応
永
十
年
六
月
二
一
日
条
（『
史
料
纂
集 

増
補
改

訂
兼
宣
公
記
』
一
）。

（
32
）　�

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、応
永
十
八
年
六
月
八
日
に「
河
東
職（
敷
）

地
事
」、
翌
年
六
月
八
日
に
「
御
門
跡
領
等
」
の
成
敗
権
を
、
義
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持
御
内
書
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、「
華
頂
要
略
門

主
伝
」
第
二
十
（
義
円
）
に
あ
り
、
後
者
は
、「
古
今
令
旨
」（『
大

日
本
史
料
』
七
―
十
五
、三
三
〇
～
一
頁
）
で
も
確
認
で
き
る
。

一
方
で
、
稲
葉
伸
道
は
、
前
掲
注
（
24
）
稲
葉
論
文
二
八
～
九
頁

で
、
両
御
内
書
と
も
応
永
十
九
年
の
発
給
と
し
て
い
る
。
推
測
す

る
に
、
稲
葉
が
発
給
年
を
変
更
し
て
い
る
の
は
、
受
戒
以
前
に
門

跡
を
継
承
す
る
資
格
は
な
い
（
受
戒
す
る
こ
と
で
正
式
な
僧
侶
に

な
り
、
門
跡
を
継
承
す
る
資
格
を
持
つ
）
と
い
う
理
解
が
、
前
提

に
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
歴
代
青
蓮
院
門
主
の
経

歴
を
「
華
頂
要
略
門
主
伝
」
で
参
照
す
る
と
、
受
戒
→
門
跡
継
承

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
確
認
し
得
る
。
し
か

し
、「
華
頂
要
略
」
が
近
世
の
編
纂
物
で
あ
る
と
は
い
え
、
①
発

給
年
の
変
更
に
関
す
る
史
料
的
根
拠
が
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら

な
い
、
②
応
長
元
（
一
三
一
一
）
年
八
月
に
青
蓮
院
門
主
に
就
任

→
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
五
月
九
日
に
比
叡
山
で
受
戒
す
る
と

い
う
尊
円
（「
門
葉
記
」
編
者
）
の
よ
う
な
経
歴
も
あ
る
の
で
、

本
稿
で
は
「
華
頂
要
略
」「
古
今
令
旨
」
に
あ
る
発
給
年
を
ひ
と

ま
ず
採
用
し
て
い
る
。

（
33
）　�

青
蓮
院
義
円
巻
数
案
（「
明
王
院
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
七
―

二
三
、
応
永
二
二
年
十
二
月
二
十
日
条
、
二
〇
九
～
十
一
頁
）。

（
34
）　�

義
持
に
よ
る
後
小
松
天
皇
勅
裁
へ
の
追
認
を
ど
う
捉
え
る
か
は
、

石
原
比
伊
呂
の
議
論
が
参
考
と
な
る
。
石
原
は
、
義
持
が
「
執
事
」

と
し
て
儀
式
か
ら
家
政
ま
で
様
々
な
場
面
で
後
小
松
「
王
家
」
を

輔
弼
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
小
松
「
王
家
」
の
権
威
向
上

を
企
図
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
原
の
議
論

を
援
用
す
れ
ば
、
青
蓮
院
に
対
す
る
後
小
松
勅
裁
へ
の
義
持
追
認

も
、
輔
弼
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
石
原
「
足
利
義
持
と
後
小
松
「
王
家
」」（
同
『
室
町
時

代
の
将
軍
家
と
天
皇
家
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇

〇
七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
35
）　�

史
料
二
は
、「
青
蓮
院
文
書
」
六
（『
大
日
本
史
料
』
七
―
二
八
、

応
永
二
四
年
十
二
月
十
三
日
条
、一
七
二
頁
）で
も
確
認
で
き
る
。

（
36
）　�

比
叡
山
延
暦
寺
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
は
、
三
枝
暁
子
「
山
門
集

会
の
特
質
と
そ
の
変
遷
」（
同
『
比
叡
山
と
室
町
幕
府
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
37
）　�「
満
済
准
后
日
記
」
応
永
二
一
年
七
月
二
日
・
四
日
・
六
日
・

二
九
日
条（『
続
群
書
類
従
補
遺
一
上
』）、「
大
乗
院
日
記
目
録
」一
、

同
年
七
月
二
日
条（『
大
日
本
史
料
』七
―
二
〇
、二
三
五
～
六
頁
）。

な
お
「
満
済
准
后
日
記
」
六
日
条
に
は
「
青
門
御
逐
電
由
御
問
答

趣
等
御
物
語
、
門
跡
還
住
事
不
可
叶
由
被
申
切
云
々
」
と
あ
る
。

四
日
条
で
は
、
青
蓮
院
雑
務
職
の
伊
予
法
橋
泰
村
が
召
し
籠
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
義
円
出
奔
に
関
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
な
お
、
義
円
逐
電
事
件
に
つ
い
て
は
、
森
茂
暁
『
室
町
幕

府
崩
壊
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
一

年
）
八
〇
～
四
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
38
）　

前
掲
注
（
13
）
水
野
著
書
一
〇
七
頁
。
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（
39
）　

前
掲
注
（
24
）
稲
葉
論
文
三
二
～
七
頁
。

（
40
）　�「
教
言
卿
記
」
応
永
十
四
年
八
月
二
一
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
七

―
九
、一
五
二
～
三
頁
）。

（
41
）　�「
梶
井
門
跡
略
系
譜
」「
諸
門
跡
傳
」（『
大
日
本
史
料
』
七
―

十
五
、二
七
五
～
六
頁
）。
両
史
料
は
義
承
を
明
承
弟
子
と
表
記
す

る
が
、
義
承
の
入
室
は
明
承
死
後
な
の
で
、
両
者
に
直
接
の
師
弟

関
係
は
な
い
。
前
掲
注
（
24
）
稲
葉
論
文
三
六
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
42
）　�

桑
山
浩
然
「
大
覚
寺
義
昭
の
最
期
」（
同
『
室
町
幕
府
の
政
治
と

経
済
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）、
大

田
壮
一
郎
「
大
覚
寺
門
跡
と
室
町
幕
府
」（
同
『
室
町
幕
府
の
政

治
と
宗
教
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）、
新

名
一
仁
「
嘉
吉
・
文
安
の
島
津
氏
内
訌
」（
同
『
室
町
期
島
津
氏

領
国
の
政
治
構
造
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
〇

一
年
）、
前
掲
注
（
12
）
谷
口
論
文
六
八
～
九
頁
。

（
43
）　
『
大
日
本
史
料
』
七
―
八
、三
〇
〇
頁
。

（
44
）　�「
満
済
准
后
日
記
」
応
永
二
一
年
五
月
一
日
条
（『
続
群
書
類
従
補

遺
一
上
』）。

（
45
）　�「
東
寺
王
代
記
」「
大
覚
寺
門
跡
略
記
」「
大
覚
寺
門
跡
次
第
」「
諸

門
跡
傳
」
な
ど
（『
大
日
本
史
料
』
七
―
七
、
応
永
十
二
年
十
一

月
十
八
日
条
、
五
三
五
～
七
頁
）。
な
お
、
同
書
に
採
録
さ
れ
て

い
る
「
仁
和
寺
諸
院
家
記
」
は
、
寛
教
死
去
を
応
永
十
年
と
し
て

お
り
、「
寛
教
親
王
入
滅
以
後
、
申
北
山
殿
、
如
元
可
執
務
之
由
、

被
成
御
教
書
、
仍
直
管
領
之
」
と
記
す
。
寛
教
死
去
後
に
、
北
山

殿
義
満
に
申
請
し
て
大
覚
寺
管
領
を
認
め
る
御
教
書
を
発
給
さ
れ

た
人
物
が
い
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
の
力
不
足
に
よ
り
、
詳
細
不
明

と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
後
考
を
期
す
。

（
46
）　

前
掲
注
（
13
）
水
野
論
文
二
八
一
頁
。

（
47
）　�

前
掲
注
（
13
）
水
野
著
書
一
〇
三
頁
、
前
掲
注
（
24
）
関
屋
論
文

七
～
八
頁
。

（
48
）　�

山
家
浩
樹
「
駿
河
国
大
岡
荘
と
足
利
満
詮
」（『
静
岡
県
史
研
究
』

十
、一
九
九
四
年
）、
大
田
壮
一
郎
「
室
町
殿
の
宗
教
構
想
と
武
家

祈
禱
」（
同『
室
町
幕
府
の
政
治
と
宗
教
』塙
書
房
、二
〇
一
四
年
、

初
出
二
〇
〇
四
年
）、
石
田
浩
子
「
室
町
期
に
お
け
る
「
都
鄙
」

間
交
流
」（『
人
民
の
歴
史
学
』
一
八
二
、二
〇
〇
九
年
）、
小
池
勝

也
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
東
国
醍
醐
寺
領
と
東
国
顕
密
仏

教
界
の
展
開
」（『
千
葉
史
学
』
六
八
、二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

（
49
）　�

聖
光
院
は
「
華
頂
要
略
」
巻
三
四
（『
天
台
宗
全
書
』）
を
参
照
の

こ
と
。

（
50
）　�

足
利
義
満
袖
判
御
教
書
案
（
青
蓮
院
文
書
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
』

三
上
、
五
三
二
八
）。

（
51
）　�

足
利
義
満
袖
判
御
教
書
案
（
青
蓮
院
文
書
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
』

三
上
、
五
三
三
一
）。

（
52
）　�
水
野
智
之
「
室
町
将
軍
に
よ
る
公
家
衆
へ
の
家
門
安
堵
」（
同
『
室

町
時
代
公
武
関
係
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出

一
九
九
七
年
）、同「
室
町
時
代
公
武
関
係
と
諸
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
三
、二
〇
〇
八
年
、
一
三
七
～
九
頁
）、
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野
口
華
世
「
書
評 

金
井
静
香
著
『
中
世
公
家
領
の
研
究
』」（『
史

学
雑
誌
』
一
〇
九
―
十
二
、二
〇
〇
〇
年
、
七
八
頁
）、
我
彦
武
範

「
足
利
義
満
執
政
前
期
に
お
け
る
公
家
領
安
堵
の
特
質
」（『
史

苑
』
七
八
―
二
、二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

（
53
）　�

理
性
院
宗
助
譲
状
（『
大
日
本
古
文
書
醍
醐
寺
文
書
』
六
八
五
）、

右
衛
門
佐
奉
書
案
（
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
甲
一
一
三
所
収

理
性
院
門
跡
系
図
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
』
三
上
、
五
三
六
五
）。

（
54
）　
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
』
三
上
、
五
八
一
一
。

（
55
）　�

醍
醐
寺
理
性
院
は
、
正
月
八
日
に
太
元
帥
法
と
い
う
国
家
的
修
法

を
勤
め
る
院
家
で
、
一
三
七
〇
～
九
〇
年
代
に
し
ば
し
ば
武
家
護

持
僧
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。後
者
は
細
川
武
稔「
足

利
将
軍
家
護
持
僧
と
祈
禱
」（
同
『
京
都
の
寺
社
と
室
町
幕
府
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）
一
五
一
頁
表

五
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
宗
助
の
立
場
は
、
小
池
勝
也
「
南
北

朝
末
期
の
醍
醐
寺
三
宝
院
院
主
と
理
性
院
院
主
」（
西
弥
生
編『
醍

醐
寺
〈
シ
リ
ー
ズ
中
世
の
寺
社
と
武
士
一
〉』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
56
）　�

た
と
え
ば
朴
澤
直
秀
は
、「
祭
祀
・（
国
家
的
）祈
禱
、祭
礼
、禁
教
、

教
化
、
宗
教
者
編
成
な
ど
、「
宗
教
政
策
」
や
「
宗
教
統
制
」
と

し
て
想
起
し
得
る
分
野
は
あ
る
。
た
だ
し
、
予
定
調
和
的
に
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
政
策
課
題
の
問
題
と
し

て
も
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
漠
然
と
し
た
方
向
性
・
認
識
と
し

て
の
「
宗
教
政
策
」
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
て
い
る
（
朴
澤
「
近
世
の
仏
教
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』

近
世
二
、岩
波
書
店
、二
〇
一
四
年
、二
五
〇
頁
）。呉
座
勇
一
は
、

「
因
果
関
係
の
単
純
明
快
す
ぎ
る
説
明
」「
結
果
か
ら
逆
行
し
て

原
因
を
引
き
だ
す
」
陰
謀
論
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
が
、
こ
れ
は
陰

謀
論
に
限
ら
な
い
重
要
な
見
方
だ
と
考
え
る
（
呉
座
『
陰
謀
の
日

本
中
世
史
』
角
川
新
書
、
二
〇
一
八
年
、
三
〇
八
～
三
一
頁
）。


